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機械論と生命論の歴史的変遷（再掲）

デモクリトスは
原子論的自然観を提唱、

プラトンは数学的自然観を主張。

紀元前5世紀

機械論と生命論は
常に対立してきた。

どちらが優勢になるかによって
パラダイム・シフトが
起こってきた。

紀元前
5世紀

CEL O
u

tp
u

t Part 1
P

a
rt 1

 / Su
zu

ki Ta
ka

sh
i

P
a

rt 2
 / M

ish
im

a Ju
n

ko
研
究
レ
ポ
ー
ト
そ
の
1

鈴
木 

隆

大
阪
ガ
ス
㈱
エ
ネ
ル
ギ
ー・文
化
研
究
所 

研
究
員

　
前
回
は
、
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
は
た
ら
き
、
機

械
論
と
生
命
論
の
歴
史
的
変
遷
（Chart 3

）

に
つ
い
て
述
べ
た
。
引
き
続
き
、
今
回
は
、

現
代
の
機
械
論
と
生
命
論
の
特
徴
、
使
い
分

け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
現
代
に
お
け
る
機
械
論
と
生
命
論
の
特
徴

は
、Chart 4

（
44
頁
参
照
）
の
よ
う
な
パ

ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
、
す
な
わ
ち
以
下
の
６

点
の
転
換
と
し
て
対
比
で
き
る
。

　
世
界
を
機
械
と
し
て
見
立
て
る
の
か
、
生

命
と
し
て
見
立
て
る
の
か
で
あ
る
。

　
機
械
論
の「
還
元
論（
要
素
還
元
主
義
）」は
、

部
品
を
組
み
立
て
れ
ば
機
械
が
で
き
る
よ
う

に
、
全
体
は
部
分
の
総
和
で
あ
り
、
部
分
に

分
け
て
各
部
分
を
調
べ
れ
ば
、
全
体
も
説
明

で
き
る
、
と
す
る
（
＊
18
）。
具
体
的
な
手

法
で
あ
る
「
分
析
」
で
は
、
全
体
を
分
割
し

単
純
化
し
た
部
分
に
つ
い
て
実
験
や
観
察
を

行
い
、
一
般
的
な
原
因
や
法
則
を
導
き
出
す
。

解
明
で
き
た
部
分
を
集
め
れ
ば
（
総
合
）、

全
体
の
説
明
と
な
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
全
体
論
（
ホ
ー
リ
ズ

ム
）」
は
、
物
質
を
寄
せ
集
め
て
も
生
命
が

で
き
な
い
よ
う
に
、
全
体
は
部
分
の
単
な
る

総
和
で
は
な
く
、
全
体
は
全
体
と
し
て
の
関

係
性
を
捉
え
て
、
統
合
的
に
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
（
＊
19
）。
具
体
的

な
手
法
、
と
い
う
よ
り
根
源
的
な
認
識
の
基

盤
で
あ
る
「
解
釈
」
で
は
、
歴
史
的
な
状
況
、

伝
統
的
な
解
釈
に
自
ら
が
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
常
に
自
覚
し
、
現
在
の
問
題
意
識
か

ら
過
去
の
事
柄
の
意
味
を
未
来
に
向
け
て
理

解
す
る
（
＊
20
）。
部
分
は
全
体
か
ら
理
解

さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
全
体
は
部
分
か
ら
理
解

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
い
か
な
る
解

釈
も
、
そ
の
解
釈
に
先
行
し
て
理
解
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
解
と
は
、
過
去

の
内
容
を
現
在
の
状
況
に
適
用
す
る
こ
と
で
、

過
去
と
現
在
の
地
平
が
融
合
し
、
新
た
な
意

味
を
生
成
す
る
対
話
の
過
程
な
の
で
あ
る
。

　
機
械
論
で
は
、
物
事
に
普
遍
的
な
「
数
量
」

に
着
目
す
る
（
＊
21
）。
性
質
の
違
い
を
捨

象
し
、
普
遍
的
な
尺
度
で
あ
る
数
量
に
基
づ

い
て
数
学
的
に
扱
う
（
数
量
化
）。
ま
た
、

物
事
の
「
作
動
」
に
着
目
す
る
。
例
え
ば
、

価
格
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る
。

　
一
方
、
生
命
論
で
は
、
物
事
に
固
有
の

「
性
質
」
に
着
目
す
る
（
＊
22
）。
個
体
に
注

目
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
性
質
の
違
い
を
見

届
け
る
。
ま
た
、
物
事
の
「
意
味
」
に
着
目

す
る
。
例
え
ば
、〝
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
〞
な
サ

ー
ビ
ス
も
評
価
す
る
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
複
雑
な
物
事
の
連
鎖
の

中
か
ら
、
原
因
と
結
果
を
抜
き
出
し
、
そ
の

因
果
関
係
に
よ
っ
て
理
解
す
る
。
因
果
関
係

は
、
客
観
的
事
実
と
し
て
で
は
な
く
、
当
事

者
の
問
題
意
識
、認
識
に
よ
っ
て
決
ま
る（
＊

23
）。

　
機
械
論
の
「
直
線
的
因
果
律
」
は
、
個
を

重
視
し
た
捉
え
方
で
あ
る
。
玉
突
き
の
よ
う

に
、
原
因
↓
結
果
と
一
方
的
に
流
れ
、
因
果

関
係
は
一
義
的
に
定
ま
る
。
原
因
が
決
ま
れ

ば
結
果
は
必
ず
決
ま
る
と
す
る
決
定
論
の
見

方
で
あ
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
円
環
的
因
果
律
」
は
、

関
係
を
重
視
し
た
捉
え
方
で
あ
る
。
原
因
と

結
果
が
相
互
に
作
用
し
、
原
因
↓
結
果
と
結

果
↓
原
因
が
循
環
し
、
因
果
関
係
は
一
義
的

に
は
定
ま
ら
な
い
。
原
因
が
決
ま
っ
て
も
結

果
は
必
ず
し
も
決
ま
ら
な
い
と
す
る
非
決
定

論
（
確
率
論
）
の
見
方
で
あ
る
。
循
環
す
る

出
来
事
の
連
鎖
を
ど
こ
で
区
切
る
か
に
よ
っ

て
、
因
果
関
係
は
違
っ
て
捉
え
ら
れ
る
（
＊

24
）。
例
え
ば
、
夫
婦
げ
ん
か
の
場
合
、
妻
は
、

夫
の
帰
宅
が
遅
い
↓
妻
が
怒
る
↓…

…

と
区

切
り
、
夫
は
、
妻
が
怒
る
↓
夫
の
帰
宅
が
遅

い
↓…

…

と
区
切
っ
て
捉
え
る
。
直
線
的
因

果
律
は
、
円
環
的
に
循
環
す
る
因
果
の
連
鎖

の
一
部
を
観
察
者
の

し恣 

い意
で
切
り
出
し
た
も

の
と
い
え
る
。

　
機
械
論
の
「
主
客
分
離
」
で
は
、
観
察
す

る
主
体
と
観
察
さ
れ
る
客
体
を
明
確
に
分
離

す
る
。
観
察
者
と
観
察
対
象
は
、
相
互
に
影

響
し
合
わ
な
い
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
主
客
一
体
」
で
は
、

観
察
す
る
主
体
と
観
察
さ
れ
る
客
体
を
一
体

と
す
る
。
観
察
者
と
観
察
対
象
は
、
相
互
に

影
響
し
合
う
（
＊
25
）。
例
え
ば
、
人
間
関

係
論
で
有
名
な
ホ
ー
ソ
ン
工
場
の
実
験
で
、

照
明
を
暗
く
し
て
も
作
業
効
率
が
よ
く
な
っ

た
の
は
、
観
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
作
業
者

の
士
気
が
向
上
し
た
か
ら
と
さ
れ
る
。
臨
床

心
理
の
家
族
療
法
で
も
、
治
療
者
は
独
立
し

た
観
察
者
で
は
な
く
、
家
族
と
と
も
に
ひ
と

つ
の
治
療
シ
ス
テ
ム
と
し
て
み
な
さ
れ
る

（
＊
26
）。
わ
た
し
た
ち
は
相
互
に
影
響
し
合

わ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る（
＊
27
）。

　
機
械
論
の
「
論
理
実
証
主
義
」
と
は
、
科

学
の
知
識
は
論
理
的
な
命
題
と
し
て
感
覚
的

経
験
に
基
づ
い
て
確
か
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
（
＊
28
）。

経
験
的
に
検
証
で
き
る
こ
と
や
反
証
で
き
る

こ
と
が
科
学
で
あ
る
た
め
の
基
準
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
を
検
証
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
反
証
が
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
理

論
が
覆
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
観
察

は
理
論
の
制
約
を
受
け
て
お
り
（
理
論
負
荷

性
）、
理
論
の
検
証
や
反
証
の
中
立
的
な
基

盤
と
は
な
り
え
な
い
。
論
理
実
証
主
義
は
、

科
学
論
や
科
学
哲
学
の
研
究
者
の
間
で
は
す

で
に
過
去
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然

と
し
て
現
場
の
科
学
者
を
は
じ
め
社
会
に
根

強
く
浸
透
し
て
い
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
社
会
構
成
（
構
築
）

主
義
」
と
は
、
科
学
を
含
む
現
実
は
、
客
観

的
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会

的
な
過
程
す
な
わ
ち
言
語
的
な
相
互
作
用
の

中
で
構
築
さ
れ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
（
＊

29
）。
20
世
紀
後
半
か
ら
、
社
会
学
や
心
理

学
で
主
張
さ
れ
始
め
、
歴
史
学
、
教
育
学
、

政
治
学
、
科
学
論
な
ど
で
も
有
力
に
な
っ
て

い
る
。
社
会
構
成
（
構
築
）
主
義
で
は
、
構

築
さ
れ
る
と
す
る
の
は
社
会
的
に
認
識
、
共

有
さ
れ
る
現
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
提
と
な

る
対
象
と
し
て
の
物
理
的
な
存
在
そ
の
も
の

ま
で
も
が
構
築
さ
れ
る
と
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
社
会
構
成
（
構
築
）
主
義
で
は
、
科
学

は
偶
然
の
織
り
成
す
状
況
の
特
殊
性
を
解
明

し
、
世
界
を
理
解
し
解
釈
す
る
も
の
、
と
み

な
さ
れ
る
。
科
学
は
人
間
の
知
的
活
動
と
し

て
他
と
も
同
等
で
あ
る
非
特
権
的
な
も
の
と

し
て
、
相
対
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
同
時
に
は
両
立
し
な
い

が
、
対
象
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
量
子
力
学
、
相
対
性
理
論

が
登
場
し
た
後
も
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
古
典
力

学
は
日
常
の
人
間
的
ス
ケ
ー
ル
で
は
使
わ
れ

し
個
に
ば
か
り
着
目
し
、
そ
の
内
部
に
原
因

を
帰
属
さ
せ
過
ぎ
る
も
の
と
い
え
る（
＊
32
）。

人
間
を
含
む
生
命
世
界
で
は
、
基
本
的
に
機

械
論
か
ら
生
命
論
へ
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、Chart 5 

の
よ
う
に
、
近
代

特
有
の
二
項
対
立
の
思
考
に
よ
り
機
械
論
あ

る
い
は
生
命
論
の
一
本
槍
で
い
く
の
で
は
な

く
、
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
対
象
の
階
層
や

切
り
口
に
応
じ
て
相
補
的
に
使
い
分
け
る
の

が
よ
い
（
＊
33
）。
生
命
論
の
相
対
的
な
発

想
に
も
沿
う
考
え
方
で
あ
る
。
あ
れ
か
こ
れ

か
で
は
な
く
、
あ
れ
も
こ
れ
も
の
二
刀
流
で

あ
る
。

　
今
後
、
生
命
論
、
対
話
モ
デ
ル
を
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
消
費
者
行
動
へ
適
用
し
た
研
究

内
容
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
く
。

近
代
科
学
の
考
え
方
の
根
本
に
あ
る
機
械
論
。

そ
の
限
界
が
各
所
に
現
れ
て
き
て
い
る
昨
今
、

「
生
命
論
」が
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
って
き
て
い
る
。

後
編
の
今
回
は
、機
械
論
と
生
命
論
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
を

よ
り
詳
細
に
見
る
こ
と
で
、

ど
の
よ
う
に
両
者
を
使
い
分
け
て
い
け
ば
い
い
の
か
を
探
る
。

混
迷
を
解
く
カ
ギ
／
後
編

機
械
と
生
命
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

「
機
械
的
世
界
観
」か
ら

「
生
命
的
世
界
観
」へ

特
徴

　
　世
界
観

1

「
直
線
的
因
果
律
」か
ら

「
円
環
的
因
果
律
」へ

特
徴

　
　認
識
論

4

「
数
量・作
動
」か
ら

「
性
質・意
味
」へ

特
徴

　
　着
眼
点

3

「
還
元
論
、分
析
」か
ら

「
全
体
論
、解
釈
」へ

特
徴

　
　方
法
論

2

生命論 機械論機械論

15世紀紀元前1世紀 20世紀

デカルトは自然を均質な空間とし、
コペルニクスやニュートンは
世界を力学法則で説明する。

17世紀

生
命
世
界

物
質
世
界

生命論が
ふたたび有力と
なりつつある。

21世紀
アリストテレスが

目的論的自然観を
打ち出す。

紀元前4世紀

続
け
て
い
る
（
＊
30
）。
だ
と
す
る
と
、
生

な
き
も
の
（
プ
レ
ロ
ー
マ
）
で
あ
る
物
質
世

界
に
は
機
械
論
、
生
あ
る
も
の
（
ク
レ
ア
ト

ゥ
ー
ラ
）
で
あ
る
生
命
世
界
に
は
生
命
論
と
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
を
使
い
分
け
る
の
が
自
然
で
は

な
い
か
（
＊
31
）。

　
近
代
以
降
、
機
械
論
に
基
づ
く
自
然
科
学
、

な
か
で
も
物
理
学
を
理
想
と
し
、
物
質
世
界

の
み
な
ら
ず
生
命
世
界
に
も
あ
ま
ね
く
適
用

し
よ
う
と
し
て
き
た
（
物
理
帝
国
主
義
）。

し
か
し
、
生
命
世
界
だ
け
で
な
く
物
質
世
界

で
も
、
機
械
論
の
限
界
が
露
呈
し
て
き
て
い

る
の
は
、
前
回
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
状
況
に
依
存
し
相
互
に
作
用

す
る
人
間
行
動
に
は
、
規
則
性
や
パ
タ
ー
ン

は
見
ら
れ
て
も
、
普
遍
的
な
因
果
法
則
は
存

在
し
え
な
い
。
人
間
行
動
に
ま
で
や
み
く
も

に
機
械
論
を
適
用
す
る
の
は
、
関
係
を
軽
視

現
代
の
機
械
論
と

生
命
論
の
特
徴
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前
回
は
、
パ
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の
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き
、
機
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と
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の
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的
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（Chart 3
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に
つ
い
て
述
べ
た
。
引
き
続
き
、
今
回
は
、

現
代
の
機
械
論
と
生
命
論
の
特
徴
、
使
い
分

け
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
現
代
に
お
け
る
機
械
論
と
生
命
論
の
特
徴

は
、Chart 4

（
44
頁
参
照
）
の
よ
う
な
パ

ラ
ダ
イ
ム
・
シ
フ
ト
、
す
な
わ
ち
以
下
の
６

点
の
転
換
と
し
て
対
比
で
き
る
。

　
世
界
を
機
械
と
し
て
見
立
て
る
の
か
、
生

命
と
し
て
見
立
て
る
の
か
で
あ
る
。

　
機
械
論
の「
還
元
論（
要
素
還
元
主
義
）」は
、

部
品
を
組
み
立
て
れ
ば
機
械
が
で
き
る
よ
う

に
、
全
体
は
部
分
の
総
和
で
あ
り
、
部
分
に

分
け
て
各
部
分
を
調
べ
れ
ば
、
全
体
も
説
明

で
き
る
、
と
す
る
（
＊
18
）。
具
体
的
な
手

法
で
あ
る
「
分
析
」
で
は
、
全
体
を
分
割
し

単
純
化
し
た
部
分
に
つ
い
て
実
験
や
観
察
を

行
い
、
一
般
的
な
原
因
や
法
則
を
導
き
出
す
。

解
明
で
き
た
部
分
を
集
め
れ
ば
（
総
合
）、

全
体
の
説
明
と
な
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
全
体
論
（
ホ
ー
リ
ズ

ム
）」
は
、
物
質
を
寄
せ
集
め
て
も
生
命
が

で
き
な
い
よ
う
に
、
全
体
は
部
分
の
単
な
る

総
和
で
は
な
く
、
全
体
は
全
体
と
し
て
の
関

係
性
を
捉
え
て
、
統
合
的
に
理
解
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
、
と
す
る
（
＊
19
）。
具
体
的

な
手
法
、
と
い
う
よ
り
根
源
的
な
認
識
の
基

盤
で
あ
る
「
解
釈
」
で
は
、
歴
史
的
な
状
況
、

伝
統
的
な
解
釈
に
自
ら
が
規
定
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
常
に
自
覚
し
、
現
在
の
問
題
意
識
か

ら
過
去
の
事
柄
の
意
味
を
未
来
に
向
け
て
理

解
す
る
（
＊
20
）。
部
分
は
全
体
か
ら
理
解

さ
れ
ね
ば
な
ら
ず
、
全
体
は
部
分
か
ら
理
解

さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
い
か
な
る
解

釈
も
、
そ
の
解
釈
に
先
行
し
て
理
解
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
理
解
と
は
、
過
去

の
内
容
を
現
在
の
状
況
に
適
用
す
る
こ
と
で
、

過
去
と
現
在
の
地
平
が
融
合
し
、
新
た
な
意

味
を
生
成
す
る
対
話
の
過
程
な
の
で
あ
る
。

　
機
械
論
で
は
、
物
事
に
普
遍
的
な
「
数
量
」

に
着
目
す
る
（
＊
21
）。
性
質
の
違
い
を
捨

象
し
、
普
遍
的
な
尺
度
で
あ
る
数
量
に
基
づ

い
て
数
学
的
に
扱
う
（
数
量
化
）。
ま
た
、

物
事
の
「
作
動
」
に
着
目
す
る
。
例
え
ば
、

価
格
だ
け
で
サ
ー
ビ
ス
を
評
価
す
る
。

　
一
方
、
生
命
論
で
は
、
物
事
に
固
有
の

「
性
質
」
に
着
目
す
る
（
＊
22
）。
個
体
に
注

目
し
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
性
質
の
違
い
を
見

届
け
る
。
ま
た
、
物
事
の
「
意
味
」
に
着
目

す
る
。
例
え
ば
、〝
プ
ラ
イ
ス
レ
ス
〞
な
サ

ー
ビ
ス
も
評
価
す
る
。

　
わ
た
し
た
ち
は
、
複
雑
な
物
事
の
連
鎖
の

中
か
ら
、
原
因
と
結
果
を
抜
き
出
し
、
そ
の

因
果
関
係
に
よ
っ
て
理
解
す
る
。
因
果
関
係

は
、
客
観
的
事
実
と
し
て
で
は
な
く
、
当
事

者
の
問
題
意
識
、認
識
に
よ
っ
て
決
ま
る（
＊

23
）。

　
機
械
論
の
「
直
線
的
因
果
律
」
は
、
個
を

重
視
し
た
捉
え
方
で
あ
る
。
玉
突
き
の
よ
う

に
、
原
因
↓
結
果
と
一
方
的
に
流
れ
、
因
果

関
係
は
一
義
的
に
定
ま
る
。
原
因
が
決
ま
れ

ば
結
果
は
必
ず
決
ま
る
と
す
る
決
定
論
の
見

方
で
あ
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
円
環
的
因
果
律
」
は
、

関
係
を
重
視
し
た
捉
え
方
で
あ
る
。
原
因
と

結
果
が
相
互
に
作
用
し
、
原
因
↓
結
果
と
結

果
↓
原
因
が
循
環
し
、
因
果
関
係
は
一
義
的

に
は
定
ま
ら
な
い
。
原
因
が
決
ま
っ
て
も
結

果
は
必
ず
し
も
決
ま
ら
な
い
と
す
る
非
決
定

論
（
確
率
論
）
の
見
方
で
あ
る
。
循
環
す
る

出
来
事
の
連
鎖
を
ど
こ
で
区
切
る
か
に
よ
っ

て
、
因
果
関
係
は
違
っ
て
捉
え
ら
れ
る
（
＊

24
）。
例
え
ば
、
夫
婦
げ
ん
か
の
場
合
、
妻
は
、

夫
の
帰
宅
が
遅
い
↓
妻
が
怒
る
↓…

…

と
区

切
り
、
夫
は
、
妻
が
怒
る
↓
夫
の
帰
宅
が
遅

い
↓…

…

と
区
切
っ
て
捉
え
る
。
直
線
的
因

果
律
は
、
円
環
的
に
循
環
す
る
因
果
の
連
鎖

の
一
部
を
観
察
者
の

し恣 

い意
で
切
り
出
し
た
も

の
と
い
え
る
。

　
機
械
論
の
「
主
客
分
離
」
で
は
、
観
察
す

る
主
体
と
観
察
さ
れ
る
客
体
を
明
確
に
分
離

す
る
。
観
察
者
と
観
察
対
象
は
、
相
互
に
影

響
し
合
わ
な
い
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
主
客
一
体
」
で
は
、

観
察
す
る
主
体
と
観
察
さ
れ
る
客
体
を
一
体

と
す
る
。
観
察
者
と
観
察
対
象
は
、
相
互
に

影
響
し
合
う
（
＊
25
）。
例
え
ば
、
人
間
関

係
論
で
有
名
な
ホ
ー
ソ
ン
工
場
の
実
験
で
、

照
明
を
暗
く
し
て
も
作
業
効
率
が
よ
く
な
っ

た
の
は
、
観
察
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
作
業
者

の
士
気
が
向
上
し
た
か
ら
と
さ
れ
る
。
臨
床

心
理
の
家
族
療
法
で
も
、
治
療
者
は
独
立
し

た
観
察
者
で
は
な
く
、
家
族
と
と
も
に
ひ
と

つ
の
治
療
シ
ス
テ
ム
と
し
て
み
な
さ
れ
る

（
＊
26
）。
わ
た
し
た
ち
は
相
互
に
影
響
し
合

わ
な
い
で
は
い
ら
れ
な
い
の
で
あ
る（
＊
27
）。

　
機
械
論
の
「
論
理
実
証
主
義
」
と
は
、
科

学
の
知
識
は
論
理
的
な
命
題
と
し
て
感
覚
的

経
験
に
基
づ
い
て
確
か
め
ら
れ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
、
と
す
る
考
え
方
で
あ
る
（
＊
28
）。

経
験
的
に
検
証
で
き
る
こ
と
や
反
証
で
き
る

こ
と
が
科
学
で
あ
る
た
め
の
基
準
と
さ
れ
た
。

し
か
し
、
す
べ
て
を
検
証
す
る
こ
と
は
不
可

能
で
あ
り
、
反
証
が
あ
っ
て
も
必
ず
し
も
理

論
が
覆
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
も
、
観
察

は
理
論
の
制
約
を
受
け
て
お
り
（
理
論
負
荷

性
）、
理
論
の
検
証
や
反
証
の
中
立
的
な
基

盤
と
は
な
り
え
な
い
。
論
理
実
証
主
義
は
、

科
学
論
や
科
学
哲
学
の
研
究
者
の
間
で
は
す

で
に
過
去
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
依
然

と
し
て
現
場
の
科
学
者
を
は
じ
め
社
会
に
根

強
く
浸
透
し
て
い
る
。

　
一
方
、
生
命
論
の
「
社
会
構
成
（
構
築
）

主
義
」
と
は
、
科
学
を
含
む
現
実
は
、
客
観

的
に
存
在
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
社
会

的
な
過
程
す
な
わ
ち
言
語
的
な
相
互
作
用
の

中
で
構
築
さ
れ
る
と
す
る
立
場
で
あ
る
（
＊

29
）。
20
世
紀
後
半
か
ら
、
社
会
学
や
心
理

学
で
主
張
さ
れ
始
め
、
歴
史
学
、
教
育
学
、

政
治
学
、
科
学
論
な
ど
で
も
有
力
に
な
っ
て

い
る
。
社
会
構
成
（
構
築
）
主
義
で
は
、
構

築
さ
れ
る
と
す
る
の
は
社
会
的
に
認
識
、
共

有
さ
れ
る
現
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
前
提
と
な

る
対
象
と
し
て
の
物
理
的
な
存
在
そ
の
も
の

ま
で
も
が
構
築
さ
れ
る
と
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
社
会
構
成
（
構
築
）
主
義
で
は
、
科
学

は
偶
然
の
織
り
成
す
状
況
の
特
殊
性
を
解
明

し
、
世
界
を
理
解
し
解
釈
す
る
も
の
、
と
み

な
さ
れ
る
。
科
学
は
人
間
の
知
的
活
動
と
し

て
他
と
も
同
等
で
あ
る
非
特
権
的
な
も
の
と

し
て
、
相
対
的
に
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
パ
ラ
ダ
イ
ム
は
、
同
時
に
は
両
立
し
な
い

が
、
対
象
に
応
じ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
で

き
る
。
例
え
ば
、
量
子
力
学
、
相
対
性
理
論

が
登
場
し
た
後
も
、
ニ
ュ
ー
ト
ン
の
古
典
力

学
は
日
常
の
人
間
的
ス
ケ
ー
ル
で
は
使
わ
れ

し
個
に
ば
か
り
着
目
し
、
そ
の
内
部
に
原
因

を
帰
属
さ
せ
過
ぎ
る
も
の
と
い
え
る（
＊
32
）。

人
間
を
含
む
生
命
世
界
で
は
、
基
本
的
に
機

械
論
か
ら
生
命
論
へ
転
換
す
べ
き
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、Chart 5 

の
よ
う
に
、
近
代

特
有
の
二
項
対
立
の
思
考
に
よ
り
機
械
論
あ

る
い
は
生
命
論
の
一
本
槍
で
い
く
の
で
は
な

く
、
２
つ
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
を
対
象
の
階
層
や

切
り
口
に
応
じ
て
相
補
的
に
使
い
分
け
る
の

が
よ
い
（
＊
33
）。
生
命
論
の
相
対
的
な
発

想
に
も
沿
う
考
え
方
で
あ
る
。
あ
れ
か
こ
れ

か
で
は
な
く
、
あ
れ
も
こ
れ
も
の
二
刀
流
で

あ
る
。

　
今
後
、
生
命
論
、
対
話
モ
デ
ル
を
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
・
消
費
者
行
動
へ
適
用
し
た
研
究

内
容
に
つ
い
て
発
表
し
て
い
く
。

生命論 生命的
世界観

社会
構成（構築）
主義

主客一体円環的
因果律

性質
意味

  全体論、
解釈

機械論と生命論の特徴の対比
Chart 4

物事を分析的に見る機械論と、
全体的に捉えようとする
生命論の違いがわかる。

1 世界観 2 方法論 3 着眼点 4 認識論 5 立脚点

「
論
理
実
証
主
義
」か
ら

「
社
会
構
成
主
義
」へ

特
徴

　
　科
学
論

6

「
主
客
分
離
」か
ら

「
主
客
一
体
」へ

特
徴

　
　立
脚
点

5

機
械
論
と

生
命
論
の
使
い
分
け

お
わ
り
に

機械論 機械的
世界観

論理
実証主義

  還元論、
分析

数量
作動

直線的
因果律 主客分離

6 科学論

続
け
て
い
る
（
＊
30
）。
だ
と
す
る
と
、
生

な
き
も
の
（
プ
レ
ロ
ー
マ
）
で
あ
る
物
質
世

界
に
は
機
械
論
、
生
あ
る
も
の
（
ク
レ
ア
ト

ゥ
ー
ラ
）
で
あ
る
生
命
世
界
に
は
生
命
論
と
、

パ
ラ
ダ
イ
ム
を
使
い
分
け
る
の
が
自
然
で
は

な
い
か
（
＊
31
）。

　
近
代
以
降
、
機
械
論
に
基
づ
く
自
然
科
学
、

な
か
で
も
物
理
学
を
理
想
と
し
、
物
質
世
界

の
み
な
ら
ず
生
命
世
界
に
も
あ
ま
ね
く
適
用

し
よ
う
と
し
て
き
た
（
物
理
帝
国
主
義
）。

し
か
し
、
生
命
世
界
だ
け
で
な
く
物
質
世
界

で
も
、
機
械
論
の
限
界
が
露
呈
し
て
き
て
い

る
の
は
、
前
回
見
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
そ
も
そ
も
、
状
況
に
依
存
し
相
互
に
作
用

す
る
人
間
行
動
に
は
、
規
則
性
や
パ
タ
ー
ン

は
見
ら
れ
て
も
、
普
遍
的
な
因
果
法
則
は
存

在
し
え
な
い
。
人
間
行
動
に
ま
で
や
み
く
も

に
機
械
論
を
適
用
す
る
の
は
、
関
係
を
軽
視

（
＊
18
）『
方
法
序
説
』（
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
著
、
谷
川
多
佳
子
訳
、
１
９

９
７
年﹇
原
著
１
６
３
７
年
﹈、岩
波
文
庫
）

（
＊
19
）『
ホ
ー
リ
ズ
ム
と
進
化
』（
ジ
ャ
ン
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
・
ス
マ
ッ

ツ
著
、石
川
光
男
、高
橋
史
朗
、片
岡
洋
二
訳
、２
０
０
５
年﹇
原
著
１

９
２
６
年
﹈、玉
川
大
学
出
版
部
）、『
還
元
主
義
を
超
え
て
』（
ア
ー
サ

ー
・
ケ
ス
ト
ラ
ー
編
著
、
池
田
善
昭
監
訳
、
１
９
８
４
年﹇
原
著
１
９

６
９
年
﹈、工
作
舎
）

（
＊
20
）『
真
理
と
方
法
』全
３
巻（
ハ
ン
ス
＝
ゲ
オ
ル
ク
・
ガ
ダ
マ
ー
著
、

轡
田
收
、三
浦
國
泰
、巻
田
悦
郎
訳
、１
９
８
６
年
、２
０
０
８
年
、２

０
１
２
年﹇
原
著
１
９
７
５
年
﹈、
法
政
大
学
出
版
局
）、『
構
造
と
解

釈
』（
渡
邊
二
郎
著
、１
９
９
４
年
、ち
く
ま
学
芸
文
庫
）、『
ガ
ダ
マ
ー
』

（
丸
山
高
司
著
、１
９
９
７
年
、講
談
社
）

（
＊
21
）『
数
量
化
革
命
』（
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・Ｗ・
ク
ロ
ス
ビ
ー
著
、小
沢

千
重
子
訳
、
２
０
０
３
年﹇
原
著
１
９
９
７
年
﹈、
紀
伊
國
屋
書
店
）、

『
社
会
科
学
に
お
け
る
数
と
量
』（
竹
内
啓
著
、２
０
１
３
年
、東
京
大

学
出
版
会
）

（
＊
22
）『
存
在
か
ら
発
展
へ
』（
イ
リ
ヤ
・
プ
リ
ゴ
ジ
ン
著
、小
出
昭
一
郎
、

安
孫
子
誠
也
訳
、１
９
８
４
年﹇
原
著
１
９
８
１
年
﹈、み
す
ず
書
房
）

（
＊
23
）『
対
人
関
係
の
心
理
学
』（
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ
イ
ダ
ー
著
、
大
橋
正

夫
訳
、１
９
７
８
年﹇
原
著
１
９
５
８
年
﹈、誠
信
書
房
）、『
講
座 

心
理

療
法
７ 

心
理
療
法
と
因
果
的
思
考
』（
河
合
隼
雄
総
編
集
、
川
嵜
克

哲
、桑
原
知
子
、大
山
泰
宏
、河
合
俊
雄
、長
谷
川
眞
理
子
、河
合
隼
雄

著
、２
０
０
１
年
、岩
波
書
店
）

（
＊
24
）『
精
神
の
生
態
学
』（
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
著
、
佐
藤
良

明
訳
、２
０
０
０
年﹇
原
著
１
９
７
２
年
﹈、新
思
索
社
）、『
家
族
療
法
』

（
吉
川
悟
著
、１
９
９
３
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）

（
＊
25
）『
一
般
シ
ス
テ
ム
理
論
』（
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
タ

ラ
ン
フ
ィ
著
、長
野
敬
、太
田
邦
昌
訳
、１
９
７
３
年﹇
原
著
１
９
６
８

年
﹈、
み
す
ず
書
房
）、『
経
済
学
を
超
え
て
』（
ケ
ネ
ス
・
ボ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
著
、１
９
７
５
年﹇
原
著
１
９
６
８
年
﹈、学
習
研
究
社
）、『
グ
ル

ー
プ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
ス
入
門
』（
杉
万
俊
夫
著
、２
０
１
３
年
、世
界

思
想
社
）

（
＊
26
）『
社
会
構
成
主
義
の
プ
ラ
グ
マ
テ
ィ
ズ
ム
』（
若
島
孔
文
編
著
、

２
０
０
７
年
、金
子
書
房
）、

“
O
bserving System

s”

（H
einz V

on 
Foerster, 1982, Intersystem

s Publications

）

（
＊
27
）英
語
で
は「O

ne cannot not com
m
unicate.

」。『
人
間
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
語
用
論
』（
ポ
ー
ル
・
ワ
ツ
ラ
ヴ
ィ
ッ
ク
、ド
ン
・

Ｄ・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、ジ
ャ
ネ
ッ
ト
・
ベ
ヴ
ン
・
バ
ヴ
ェ
ラ
ス
著
、山
本
和

郎
監
訳
、尾
川
丈
一
訳
、１
９
９
８
年﹇
原
著
１
９
６
７
年
﹈、二
瓶
社
）

よ
り
。

（
＊
28
）『
科
学
の
哲
学
』（
野
家
啓
一
著
、２
０
０
４
年
、
放
送
大
学
教

育
振
興
会
）

（
＊
29
）『
現
実
の
社
会
的
構
成
』（
ピ
ー
タ
ー
・
バ
ー
ガ
ー
、ト
ー
マ
ス
・

ル
ッ
ク
マ
ン
著
、
山
口
節
郎
訳
、
２
０
０
３
年﹇
原
著
１
９
６
６
年
﹈、

新
曜
社
）、『
も
う
一
つ
の
社
会
心
理
学
』（
ケ
ネ
ス
・
ガ
ー
ゲ
ン
著
、杉

万
俊
夫
、矢
守
克
也
、渥
美
公
秀
監
訳
、１
９
９
８
年﹇
原
著
１
９
９

４
年
﹈、
ナ
カ
ニ
シ
ヤ
出
版
）、『
何
が
社
会
的
に
構
成
さ
れ
る
の
か
』

（
イ
ア
ン
・
ハ
ッ
キ
ン
グ
著
、出
口
康
夫
、久
米
暁
訳
、２
０
０
６
年﹇
原

著
１
９
９
９
年
﹈、岩
波
書
店
）、『
方
法
と
し
て
の
構
築
主
義
』（
中
河

伸
俊
、
赤
川
学
著
、
２
０
１
３
年
、
勁
草
書
房
）。同
じSocial 

Constructionism

に
対
し
、社
会
学
で
は「
社
会
構
築
主
義
」、心
理

学
で
は「
社
会
構
成
主
義
」と
異
な
る
訳
語
が
用
い
ら
れ
る
た
め
、
本

稿
で
は「
社
会
構
成（
構
築
）主
義
」と
し
た
。

（
＊
30
）『
科
学
の
思
想
と
論
理
』（
山
田
晃
弘
、
杉
本
大
一
郎
編
著
、
２

０
０
１
年
、放
送
大
学
教
育
振
興
会
）、『
科
学
は「
自
然
」を
ど
う
語
っ

て
き
た
か
』（
菅
野
礼
司
著
、１
９
９
９
年
、ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
）、『
20

世
紀
の
自
然
観
革
命
』（
和
田
純
夫
著
、１
９
９
７
年
、朝
日
選
書
）

（
＊
31
）『
精
神
と
自
然
』（
グ
レ
ゴ
リ
ー
・
ベ
イ
ト
ソ
ン
著
、
佐
藤
良
明

訳
、２
０
０
１
年﹇
原
著
１
９
７
９
年
﹈、新
思
索
社
）

（
＊
32
）『
心
理
学
の
哲
学
』（
渡
辺
恒
夫
、村
田
純
一
、高
橋
澪
子
編
、２

０
０
２
年
、北
大
路
書
房
）、『
対
人
関
係
の
心
理
学
』（
フ
リ
ッ
ツ
・
ハ

イ
ダ
ー
著
、大
橋
正
夫
訳
、１
９
７
８
年﹇
原
著
１
９
５
８
年
﹈、誠
信

書
房
）

（
＊
33
）『
科
学
・
解
釈
学
・
実
践
』全
２
巻（
リ
チ
ャ
ー
ド
・Ｊ
・
バ
ー

ン
ス
タ
イ
ン
著
、丸
山
高
司
、品
川
哲
彦
、木
岡
伸
夫
、水
谷
雅
彦
訳
、

１
９
９
０
年﹇
原
著
１
９
８
３
年
﹈、岩
波
書
店
）は
、客
観
主
義
と
相

対
主
義
の
二
分
法
を
超
え
る
必
要
が
あ
る
と
す
る
。『
現
代
科
学
を

ど
う
と
ら
え
る
か
』（
坂
本
賢
三
著
、
１
９
７
８
年
、
講
談
社
現
代
新

書
）は
、機
械
論
と
有
機
体
論
に
加
え
、意
味
の
解
釈
を
問
う
化
生
論

を
あ
げ
る
。『
科
学
的
方
法
と
は
何
か
』（
浅
田
彰
、
黒
田
末
寿
、
佐
和

隆
光
、長
野
敬
、山
口
昌
哉
著
、１
９
８
６
年
、中
公
新
書
）は
、機
械

論
と
有
機
体
論
を
と
も
に
肯
定
す
べ
き
だ
と
す
る
。『
知
の
構
築
と

そ
の
呪
縛
』（
大
森
荘
蔵
著
、
１
９
９
４
年
、
ち
く
ま
学
芸
文
庫
）は
、

近
代
の
自
然
科
学
の
密
画
的
世
界
観
に
、近
代
以
前
の
略
画
的
世
界

観
を
重
ね
描
く
こ
と
を
提
案
す
る
。
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機械論と生命論の対象と使い分け
Chart 5

機械論

生命論

機械論

生命論

これまで（～20世紀） （21世紀～）これから

使い分け

物
質
世
界
（
プ
レ
ロ
ー
マ
）

生
命
世
界（
ク
レ
ア
ト
ゥ
ー
ラ
）

生命世界には
生命論がふさわしく、

対象に応じてパラダイムを
相補的に使い分ける。
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